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▼１０月１１日、市制１０周年記念事業として
「夜景サミット２０１３ｉｎ周南」が開催されまし
た。▼サミットでは、「周南冬のツリーまつり」
が日本夜景遺産に認定されたことを受けて、
認定授与式が行われました。▼今年もツリ
ーまつりの季節がやってきました。▼華やか
なイルミネーションがまた皆さんの目を楽し
ませてくれることと思います。

第6回定例会
　　　　　《概要》／議員研修会

委員会レポート（その1）
議案等の議決結果／一般質問
委員会レポート（その2）[中間報告]
議会が行う行政評価
臨時会の概要／全員協議会／お知らせ
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夜景サミットの様子

「撮影 夜景フォトグラファー 丸田あつし氏」「撮影 夜景フォトグラファー 丸田あつし氏」



平成25 年11 月15 日第6回定例会周南市議会だより ［定例会の概要］

2

総
合
計
画
策
定
条
例
は

修
正
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）は
全
会
一
致
で

可
決

　平成２５年第６回定例会を、９月３日から９月２０日までの１８日間開催しました。
　今定例会では、一般会計及び特別会計の補正予算、企業会計決算をはじめ、道の駅ソレーネ周南の指定管理者
に係る議案のほか、６月定例会で継続審査としていた総合計画策定条例を含む市長提出議案２９件を審議しました。
　また、最終日は、議員提出議案として上程した地方税財源の充実確保を求める意見書１件を審議しました。

定例会の主な日程
９月３日/本会議
市長提出議案
○提案説明・質疑・委員会付託

９月１１日～１３日/常任委員会
付託議案の審査、所管事務調査ほか

行政報告
○健全財政推進計画の進捗状況について
○総合特区第４次指定申請の結果について
市長提出議案
（平成２４年度決算認定議案）
○提案説明・質疑・委員会付託
市長提出議案
○委員長報告  ○討論  ○表決
議員提出議案
○提案説明・質疑  ○討論  ○表決
中間報告
（公共施設再配置計画に関する
　　　　　　　　調査特別委員会）

９月２０日/本会議

市長提出議案：９月５日
○委員長報告　○討論　○表決
一般質問（２１人）：９月５日～１０日
市長提出議案：９月１０日
○提案説明・質疑・委員会付託

９月５日～１０日/本会議

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
、地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
を
活
用
す
る
経
済
対
策

経
費
を
は
じ
め
、旧
太
華
荘
の
解

体
経
費
に
２
５
１
万
１
０
０
０
円
、

熊
毛
図
書
館
資
料
等
の
拡
充
経

費
に
３
０
０
万
円
、民
間
保
育
園

の
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
対
す

る
助
成
経
費
に
１
６
３
５
万
８
０

０
０
円
を
補
正
す
る
も
の
、ま
た
、

債
務
負
担
行
為
補
正
と
し
て
、道

の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
指
定
管
理

料
、熊
毛
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
配
送
業
務
委
託
料
を
追
加
す

る
な
ど
、総
額
27
億
８
２
９
２
万

９
０
０
０
円
の
増
額
補
正
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　

６
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と

し
て
い
た
総
合
計
画
策
定
条
例
の

討
論
で
は
、「
こ
の
た
び
の
修
正
案

は
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て
、議

会
へ
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
、基

本
構
想
ま
た
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、廃
止
し
、ま
た
は
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
議

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と

で
、議
会
と
し
て
の
意
見
な
り
考

え
方
を
執
行
部
に
表
明
す
る
こ

と
が
で
き
、よ
り
充
実
し
た
総
合

計
画
が
策
定
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。ま
た
、そ

の
基
本
構
想
、基
本
計
画
の
変
更

ま
た
は
廃
止
に
つ
い
て
、執
行
部

に
報
告
の
義
務
を
課
す
る
こ
と

で
、よ
り
充
実
し
た
周
南
市
総
合

計
画
が
策
定
で
き
、執
行
部
と
議

会
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
保
証

さ
れ
る
」と
の
修
正
案
及
び
修
正

部
分
を
除
く
原
案
に
対
す
る
賛

成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、修
正
案
を
全
会

一
致
で
可
決
し
、修
正
可
決
し
た

部
分
を
除
く
原
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

定例会の概要第6回

－議会の関わりを明文化－
総合計画策定条例を全会一致で修正可決



平成25 年11 月15 日 第6回定例会 周南市議会だより［定例会の概要・議員研修会］

３

平
成
24
年
度

企
業
会
計
決
算
を

認
定

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の

指
定
管
理
者
に
係
る

議
案
を
可
決

～水素エネルギー社会の到来に向けて～

議員研修会を開催

　

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、一
般
社
団
法
人
周
南

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
を
指
定
す
る
議

案
に
つい
て
、討
論
で
は
、「
今
か
ら
６

年
前
、ま
ち
お
こ
し
を
と
い
う
こ
と
で

西
部
地
域
に
道
の
駅
の
計
画・建
設
が

始
ま
っ
た
。来
年
に
は
開
業
と
な
る

が
、議
案
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、核

と
な
る
べ
き
責
任
部
門
が
曖
昧
で
あ

る
。指
定
管
理
者
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に

は
、周
南
地
域
の
各
団
体
の
名
が
連

な
って
い
る
が
、経
営
が
う
ま
く
い
く

の
か
と
い
う
不
安
は
隠
し
き
れ
ず
、

営
業
開
始
と
な
れ
ば
後
に
引
け
な

い
。よ
り
よ
い
経
営
の
方
向
性
を
目
指

す
た
め
に
も
今
一
度
再
考
を
お
願
い

し
た
い
」と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

の
討
論
で
は
、「
24
年
度
の
簡
易

水
道
の
赤
字
は
約
７
０
０
０
万

円
。給
水
人
口
が
少
な
く
経
営
的

に
は
赤
字
に
な
る
簡
易
水
道
だ

が
、地
域
住
民
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。簡
易
水
道
事

業
の
赤
字
補
填
は
都
市
部
の
水

道
事
業
で
は
な
く
、繰
り
出
し
基

準
以
外
も
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。夜
市
・
戸

田
・
湯
野
の
不
採
算
事
業
、一
般

会
計
の
事
業
で
あ
る
大
津
島
海

底
送
水
管
の
建
設
は
、一
般
会
計

か
ら
全
額
繰
り
入
れ
を
す
べ
き

で
あ
る
」と
の
反
対
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

意見書の提出 今定例会で可決した意見書を
関係大臣へ提出しました。

　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や
地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。
　こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスや
まちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保が不可欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

（1）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、
　　地方財政計画に的確に反映することにより、一般財源総額を確保すること。
（2）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である
　　財源保障機能・財源調整機能が適切に発揮されるよう増額すること。
（3）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方
　　交付税の法定率の引上げにより対応すること。
（4）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政
　　計画における歳出特別枠を維持すること。
（5）地方公務員給与の引下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減
　　されたが、地方の固有財源である地方交付税を国の政策誘導手段として
　　用いることは、避けること。

（1）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の
　　税源配分を「５：５」とすること。
　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な
　　地方税体系を構築すること。
（2）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という
　　基本的な性格を踏まえ、政策的な税額控除を導入しないこと。
（3）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図る
　　こと。
　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等に
　　ついては、現行制度を堅持すること。
（4）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
（5）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村へ
　　の財源配分の仕組みを含め現行制度を堅持すること。
（6）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となって
　　いることから、現行制度を堅持すること。
（7）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球
　　温暖化対策譲与税を新たに創設するなど、地方税財源を確保する仕組
　　みを構築すること。

地方税財源の充実確保を求める意見書

記

■ 地方交付税の増額による一般財源総額の確保について

■ 地方税源の充実確保等について

　１０月２日、やまぐち産業振興財団副理事長の森敏明先生を講師に
お招きし、議員研修会を開催しました。
　研修では、山口リキッドハイドロジェン（株）が地元にあることを最大限
に生かし、周南市は
水素を生かしたまち
づくりを推進していく
必要がある」との説
明がありました。
　議員からは、「液化
水素を活用したまち
づくりを推進すること
により、市民の雇用に
つながっていく可能
性はあるのか」などの
質問がありました。

1

2



4

平成25 年11 月15日第6回定例会周南市議会だより ［委員会レポート］

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

（（
仮
称
）学
び・交
流
プ
ラ
ザ

建
築
主
体
工
事
及
び
電
気

設
備
工
事
）

企画総務委員会

　

総
合
計
画
策
定

条
例
制
定
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
を
策
定
す
る

条
例
を
全
会
一
致
で
修
正
可
決

委員会レポート委員会レポート（その1）（その1）
各常任委員会における議案の審査状況です。

教育福祉委員会
　

周
南
市
立
幼
稚
園

保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

本
議
案
は
、平
成
23
年
の
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、基

本
構
想
の
策
定
に
係
る
義
務
規
定

が
削
除
さ
れ
、総
合
計
画
策
定
の

判
断
が
各
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
た

中
、本
市
が
27
年
度
か
ら
の
新
た

な
総
合
計
画
の
策
定
準
備
に
入
る

こ
と
か
ら
、今
年
の
５
月
に
執
行
部

に
対
し
総
合
計
画
の
策
定
根
拠

を
示
す
よ
う
求
め
、こ
れ
を
受
け

て
６
月
定
例
会
に
周
南
市
総
合
計

画
策
定
条
例
制
定
の
議
案
が
上

程
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

議
会
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
の

基
本
構
想
を
議
決
事
件
と
す
る

だ
け
で
い
い
の
か
、基
本
計
画
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
な
ど
、

整
理
を
す
る
た
め
の
審
議
時
間
を

確
保
し
た
い
こ
と
か
ら
継
続
審
査

と
し
、閉
会
中
も
委
員
会
や
協
議

の
場
を
設
け
審
査
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
、今
定
例
会
に
お
い
て
委

員
か
ら「
こ
の
議
案
で
は
、議
会
の

関
わ
り
は
基
本
構
想
の
議
決
と
い

う
こ
と
だ
が
、さ
ら
に
議
会
の
関

わ
り
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ

る
」と
し
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
出
者
か
ら
修
正
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、質
疑
な
く
、討

論
で
は
、「
こ
の
た
び
の
修
正
案
は
、

基
本
構
想
ま
た
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、廃
止
し
、変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
議
会

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、議
会
と
し
て
の
意
見
な
り
、

考
え
方
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
充
実
し
た
総
合
計
画
が
策

定
で
き
る
」と
の
賛
成
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、修
正
案
を
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、修
正
可
決
し
た
部
分
を
除
く

原
案
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
免
除

　

こ
の
議
案
は
、多
子
世
帯
の
保

護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、国
の
制

度
改
正
に
伴
い
、同
一
世
帯
か
ら

同
時
に
３
人
以
上
が
幼
稚
園
等
に

通
園
す
る
場
合
、第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
対
象
者
は

申
請
が
必
要
な
の
か
、自
動
的
に

対
象
と
な
る
の
か
」と
の
問
い
に
対

し
、「
原
則
は
保
護
者
か
ら
の
申
請

が
必
要
だ
が
、幼
稚
園
で
も
大
体

の
世
帯
構
成
は
把
握
し
て
お
り
、

申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
伝
え

し
て
い
る
。25
年
度
に
お
け
る
対

象
者
は
１
世
帯
で
あ
る
」と
の
答

弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
は
、25
年
４
月
以
降

に
契
約
し
た
工
事
の
う
ち
、24
年
度
の

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
基
準
に

予
定
価
格
を
積
算
し
た
契
約
に
つい

て
、25
年
度
単
価
に
変
更
で
き
る
特

例
措
置
を
国
が
定
め
た
こ
と
に
伴
い
、

契
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
新
し
い
労
務

単
価
は
都
道
府
県
に
よ
って
異
な
る

と
思
う
が
、今
回
の
単
価
は
ど
の
よ
う

に
し
て
算
出
し
た
の
か
。ま
た
、一
人

当
た
り
ど
の
く
ら
い
労
務
単
価
が
上

がって
い
る
の
か
」と
の
問
い
に
対
し
、

「
公
共
事
業
等
に
従
事
し
た
労
働
者

への
賃
金
支
払
い
実
態
を
、国
は
毎
年

定
期
的
に
調
査
し
て
お
り
、年
度
当

初
発
表
の
中
国
ブ
ロッ
ク
の
数
値
を
基

準
に
し
た
。ま
た
、賃
金
の
上
昇
度
合

い
は
業
種
に
よって
異
な
る
が
、主
要

12
職
種
平
均
で
、山
口
県
で
は
10・39

ポ
イ
ン
ト
、全
国
平
均
で
は
15・１
ポ
イ

ン
ト
増
で
あ
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

C
C
S
・・・・・・
デ
ジ
タ
ル 

1
1
1
c
h
、デ
ジ
ア
ナ 

11
c
h

K
ビ
ジ
ョ
ン・・・
デ
ジ
タ
ル 

1
2
3
c
h
　
　
　
メ
デ
ィ
ア
リ
ン
ク・・・
デ
ジ
タ
ル 
1
2
2
c
h
、デ
ジ
ア
ナ 

5
c
h

◆
本
会
議
を
生
放
送
し
ま
す
。

ビ放映
知らせ
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予算決算委員会 環境建設委員会

象
舎
の
改
修
も
終
わ
り
、9
月
28
日

か
ら
一
般
公
開
さ
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
ゾ
ウ

平
成
26
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

工
事
が
進
む
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
）

地
元
の
活
性
化
に

寄
与
で
き
る
道
の
駅
に

　
こ
の
議
案
は
、平
成
26
年
度
オ
ー

プ
ン
の
道
の
駅
の
運
営
を
指
定
管
理

者
「
一
般
社
団
法
人
周
南
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
」に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
質
疑
と
し
て
、「
指
定
管
理
者

の
募
集
に
は
、幾
つ
の
団
体
が
申
し
込

ん
だ
か
」と
の
問
い
に
対
し
、「
募
集
要

項
の
中
で
は
非
公
募
で
あ
り
、団
体
は

１
団
体
で
あ
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
選
定
委
員
会
で
設
定
し
た

最
低
基
準
点
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

か
」と
の
問
い
に
対
し
、「
選
定
委
員
５

人
の
合
計
点
が
総
配
点
の
６
割
以
上
を

満
た
す
こ
と
と
定
め
ら
れ
、最
低
基
準

は
ク
リ
ア
し
てい
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　
ま
た
、「
指
定
の
期
間
が
な
ぜ
５
年

な
の
か
」と
の
問
い
に
対
し
、「
行
政

改
革
推
進
室
か
ら
事
業
の
継
続
性・

安
定
性
に
人
材
の
確
保
、指
定
管
理

者
に
係
る
初
期
投
資
な
ど
を
考
慮

し
、指
定
管
理
の
年
数
は
５
年
を
原

則
と
す
る
方
針
が
出
て
い
る
。ま
た
、

道
の
駅
推
進
課
と
し
て
安
定
的
な
事

業
経
営
の
た
め
経
営
環
境
を
分
析
し
、

事
業
計
画
を
そ
の
都
度
見
て
い
く
こ

と
、独
立
採
算
制
を
採
用
し
、市
税

の
投
入
は
考
え
て
お
ら
ず
、収
益
の

確
保
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、あ
る
程
度
の
指
定
期

間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
視
点
か

ら
５
年
と
し
た
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　
質
疑
を
終
了
し
、委
員
か
ら「
地
域

振
興
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
は
地
元
の

協
力
が
必
要
」と
の
継
続
審
査
の
動
議

が
あ
り
ま
し
た
が
、採
決
の
結
果
、こ
の

動
議
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、「
道
の
駅
の
成
功
は
祈

って
い
る
が
、今
回
は
賛
成
で
き
な
い
」

と
の
反
対
意
見
が
、一
方
、「
道
の
駅

の
採
算
性
が
十
分
に
成
り
立
つ
こ
と

を
望
む
。ま
た
地
元
３
地
区
の
多
く

の
人
が
地
元
の
活
性
化
に
参
加
で
き

る
よ
う
市
は
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

ぞ
う
さ
ん
の
夢
基
金
は
象
の

子
ど
も
誕
生
に
備
え
て
積
み
立
て
を

　

主
な
質
疑
と
し
て
、動
物
園
費

に
つ
い
て
、「
食
料
庫
を
整
備
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、ど
の
よ
う
な
も

の
で
、ど
の
辺
り
に
作
る
の
か
。ま

た
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
と
き
に
移
築

で
き
る
も
の
な
の
か
」と
の
問
い

に
対
し
、「
象
舎
の
北
側
に
大
き

な
建
屋
が
あ
り
、そ
の
中
に
設
置

を
し
、新
鮮
な
野
菜
や
青
草
を
15

日
分
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。ま
た
、ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、リ

ニュ
ー
ア
ル
が
あ
っ
て
も
必
要
な
場

所
に
移
動
で
き
る
」と
の
答
弁
で

し
た
。

　

ま
た
、「
ぞ
う
さ
ん
の
夢
基
金
積

立
金
は
、ど
の
よ
う
な
使
い
道
を

考
え
て
い
る
の
か
」と
の
問
い
に
対

し
、「
今
後
の
使
い
道
は
、例
え
ば
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と
経
費

が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
の
で
、そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推

進
事
業
費
に
つ
い
て
、「
開
催
補
助

金
は
、以
前
か
ら
継
続
し
て
本
市

で
開
催
し
て
い
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

も
補
助
対
象
と
な
る
の
か
」と
の

問
い
に
対
し
、「
平
成
24
年
度
以
降

で
、条
件
を
満
た
し
、申
請
を
す
れ

ば
補
助
対
象
と
な
る
。ま
た
、補

助
制
度
の
一
番
の
目
的
は
新
た

な
誘
致
で
は
あ
る
が
、定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、

本
市
で
継
続
し
て
開
催
さ
れ
れ

ば
、効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
現
在
の
誘
致
実
績
は
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
中
心
で
あ
る
が
、

今
後
の
誘
致
活
動
と
し
て
は
、ど

う
い
う
関
係
を
想
定
し
て
い
る
か
」

と
問
い
に
対
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
系

の
学
会
や
研
修
会
を
中
心
に
誘

致
活
動
を
し
た
い
」と
の
答
弁
で

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
一
般
質
問
の
再
放
送
は
、そ
の
翌
日
午
後
6
時
か
ら
。再
々
放
送
は
、午
後
3
時
か
ら
。（
本
会
議
の
生
放
送
と
重
な
る
場
合
は
、本
会
議
終
了
後
）

◆
定
例
会
期
中
の
委
員
会
審
査
の
様
子
を
2
時
間
に
ま
と
め
た
も
の
を
録
画
放
映
し
ま
す
。日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

テレビ
のお知
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議案等の議決結果

ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　

刷
新
ク
ラ
ブ　

田
中
和
末

問　
青
山
町
へ
の
イ
ズ
ミ
の
出
店

に
つ
い
て
、市
内
で
の
消
費
の
拡

大
、新
た
な
雇
用
拡
大
と
い
う
面

で
は
歓
迎
す
る
が
、
一
方
で
近
隣

地
域
に
お
い
て
は
交
通
環
境
や
生

活
環
境
の
悪
化
、さ
ら
に
は
、中
心

商
店
街
へ
の
影
響
等
も
懸
念
さ
れ

る
。こ
う
し
た
諸
課
題
に
的
確
か

つ
機
敏
な
対
応
を
。

答　
青
山
町
の
大
型
店
舗
は
、ゆ

め
タ
ウ
ン
新
南
陽
と
同
規
模
で
、

再
来
年
の
秋
に
オ
ー
プ
ン
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、従
業
員
は
千

人
程
度
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、関

係
諸
機
関
と
十
分
協
議
し
、し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

新
誠
会　

坂
本
心
次

問　
市
長
の
い
わ
ゆ
る
も
や
い
の

精
神
を
通
し
て
、ぜ
ひ
心
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
花

を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。

答　
特
に
鹿
野
地
域
の
活
動
に
は

私
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。ま

た
、も
や
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

の
は
、心
と
経
済
、両
面
か
ら
必
要

だ
と
思
う
。私
も
可
能
な
限
り
各

地
域
に
出
向
き
、自
分
の
目
で
見

て
、耳
で
聞
い
て
、肌
で
感
じ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。し
っ
か
り
地
域

づ
く
り
を
応
援
し
、み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
、オ
ー
ル
周
南
で
す
ば
ら

し
い
も
や
い
の
花
を
咲
か
せ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

イ
ズ
ミ
出
店
に
伴
う

諸
課
題
の
対
応
を

A

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

要
旨一

般
質
問
は
、議
案
に
関
係
な
く
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市

長
な
ど
の
執
行
機
関
に
考
え
方
や
方
針
を
問
う
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、質
問
項
目
を
一
つ
に
絞
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

報　　告 ： 損害賠償の額を定めることに関する専決処分について（３件）、水道事業会計継続費精算報告書、一般会計継続費精算報告書、
平成２４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について　議会報告 ： 例月出納検査の結果（２件）、定期監査結果について（２件）
行政報告 ： 健全財政推進計画の進捗状況について、総合特区第4次指定申請の結果について

市長提出議案：平成２５年度補正予算 議決結果

議決結果市長提出議案：条例改正など

議決結果市長提出議案：平成24年度決算

◆ 一般会計補正予算（第３号）⇒2,150万2,000円増額 可決（全会一致）
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）⇒事業費の年度割額の変更に伴う債務負担行為補正
一般会計補正予算（第４号）⇒27億8,292万9,000円増額
国民健康保険特別会計補正予算（第２号）⇒122万９,000円増額
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）⇒4,959万1,000円増額
介護保険特別会計補正予算（第１号）⇒1億8,116万2,000円増額
簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）⇒788万4,000円減額
駐車場事業特別会計補正予算（第1号）⇒1,383万1,000円増額

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）

◆ 工事請負契約の一部変更（4件）⇒福川漁港温田地区海岸保全施設整備事業、西部道の駅建築主体工事、
学び・交流プラザ建築主体工事、学び・交流プラザ電気設備工事の契約金額の増額

◆ 政治倫理審査会委員の選任について⇒石橋孝明 氏、小田正幸 氏、齊藤敏枝 氏、佐野直子 氏、清水政雄 氏、中村友次郎 氏 同意（全会一致）
◆ 人権擁護委員候補者の推薦について⇒逆井歌代 氏、神田ヒロ子 氏 同意（全会一致）
◆ 地域の元気臨時基金条例制定⇒26年度実施の地域経済の活性化に資する事業の財源に充てるため、基金を設置するもの 可決（全会一致）

◆ 総合計画策定条例制定　※第4回定例会で継続審査となっていたもの 修正可決（全会一致）

◆ 市税条例の一部改正⇒地方税法の一部改正に伴う所要の改正 可決（全会一致）

◆ 幼稚園保育料徴収条例の一部改正⇒幼稚園就園奨励費補助金の制度改正に伴う保育料減免に係る所要の改正 可決（全会一致）
◆ 動産の買入れについて⇒はしご付消防自動車（買入れ額：1億9,944万7,500円） 可決（全会一致）

◆ 指定管理者の指定（道の駅ソレーネ周南）⇒一般社団法人周南ツーリズム協議会 可決（賛成多数）
◆ 工事請負契約の締結⇒熊毛中学校屋体改築主体工事（契約金額：2億8,245万円） 可決（全会一致）
◆ 工事請負契約の締結⇒菊川中学校特別教室棟改築主体工事（契約金額：1億6,275万円） 可決（全会一致）

可決（全会一致）

◆ 工事請負契約の締結⇒文化会館空調設備他改修工事（契約金額：2億1,840万円） 可決（全会一致）

◆ 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出 ※意見書は3ページに掲載 可決（賛成多数）

◆ 病院事業会計決算の認定 認定（全会一致）
◆ 介護老人保健施設事業会計決算の認定 認定（全会一致）
◆ 徳山モーターボート競走事業会計決算の認定・剰余金の処分 認定及び可決（全会一致）
◆ 水道事業会計決算の認定 認定（賛成多数）
◆ 水道事業会計剰余金の処分 可決（全会一致）
◆ 下水道事業会計決算の認定・剰余金の処分 認定及び可決（全会一致）
◆ 一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定 継続審査

議決結果議員提出議案



加
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

し
か
し
、担
い
手
対
策
な
ど
、国
・

県
と
の
連
携
に
よ
り
様
々
な
施

策
に
取
り
組
み
、努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

参
輝
会　

長
嶺
敏
昭

問　
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
象
２
頭
が

象
使
い
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
が
、

彼
ら
が
帰
国
後
も
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
で
た
だ
の
飼
育
で
は
な
く
て
、

調
教
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
面
倒
を

見
て
や
る
こ
と
が
逆
に
象
が
寂
し

が
ら
ず
、ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　
今
回
、象
使
い
が
２
名
来
日

し
、徳
山
動
物
園
の
飼
育
員
に
そ
の

テ
ク
ニッ
ク
も
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
期
待
し

て
お
り
、調
教
も
可
能
だ
ろ
う
と

思
う
。そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て

象
の
ス
ト
レ
ス
も
発
散
し
、健
康
管

理
も
で
き
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

る
。そ
の
方
向
で
進
め
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。刷

新
ク
ラ
ブ　

田
村
隆
嘉

問　

本
市
の
生
活
交
通（
路
線
バ

ス
な
ど
）活
性
化
計
画
は
平
成
26

年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
。次
期

計
画
策
定
に
向
け
て
、ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
生
活
交
通
は
日
常
生
活
を
送

る
上
で
の
大
切
な
移
動
手
段
で
あ

り
、利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、サ
ー

ビ
ス
水
準
の
低
下
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。生
活
交
通
活
性
化
の
次
期

計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、交
通

事
業
者
や
関
係
団
体
、市
民
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
交
通
運
営
協
議
会

を
活
用
し
て
、課
題
を
把
握
し
な

が
ら
計
画
を
策
定
し
た
い
。全
庁

的
に
バ
ス
利
用
促
進
の
意
見
を
集

め
、有
効
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

ス
リ
ラ
ン
カ
ゾ
ウ
は
た
だ
の

飼
育
で
は
な
く
調
教
を

今
後
の
生
活
交
通
の

活
性
化
に
つ
い
て
問
う

7

食
物
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
は

周
南
市
に
お
け
る

今
後
の
農
業
経
営
は

ア
ク
テ
ィ
ブ　

岩
田
淳
司

問　
障
害
者
の
就
労
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
、周
南
市
の
企
業
が
特

例
子
会
社
制
度
を
活
用
す
る
よ

う
、市
と
し
て
積
極
的
に
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。ま
た
増
加
す
る

総
合
支
援
学
校
卒
業
生
等
の
就
労

支
援
に
も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　
地
元
５
社
で
構
成
さ
れ
る

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
活
性
化
推
進
懇

談
会
の
場
な
ど
を
活
用
し
、市

長
自
ら
が
直
接
特
例
子
会
社
制

度
の
積
極
的
な
周
知
や
利
用
に

つ
い
て
働
き
か
け
た
い
。
ま
た
、

今
後
総
合
支
援
学
校
在
校
生
へ

の
進
路
希
望
調
査
を
行
い
、就

労
支
援
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

量
を
把
握
し
、支
援
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

刷
新
ク
ラ
ブ　

小
林
雄
二

問　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
案

が
き
っ
ち
り
市
民
に
示
さ
れ
な
い

中
で
の
新
庁
舎
建
設
説
明
は
拙
速

感
が
あ
る
。市
民
生
活
に
直
結
す

る
公
民
館
、支
所
や
総
合
支
所
機

能
は
堅
持
す
る
こ
と
を
具
体
的
に

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
新
庁
舎
建
設
に
は
理
解
を

示
さ
れ
る
が
、地
域
拠
点
施
設

の
整
備
方
針
を
示
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
あ
る
。
公
共
施
設

再
配
置
基
本
方
針
に
地
域
拠
点

と
な
る
総
合
支
所
・
支
所
・
公
民

館
等
を
中
心
に
し
た
地
域
づ
く

り
の
内
容
を
盛
り
込
み
、本
庁

と
地
域
拠
点
の
役
割
を
明
確
に

し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
へ

の
人
材
と
物
や
金
は
き
ち
ん
と

配
置
す
る
。

新
誠
会　

土
屋
晴
巳

問　

保
育
所
や
学
校
で
の
給
食

に
よ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク

(

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク)

の

事
例
と
対
応
策
は
。

答　
私
立
保
育
所
も
含
め
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
発
生

し
て
い
な
い
。児
童
等
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
情
報
を
職
員
全
員
が

共
有
し
て
お
り
、フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
化
し
た
児
童
ご
と
の
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
保
護
者
の
確

認
の
下
で
作
成
し
て
い
る
。ま
た
、

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
緩
和
す
る
自

己
注
射
薬「
エ
ピ
ペ
ン
」を
携
帯

す
る
児
童
等
も
把
握
し
て
お
り
、

全
職
員
を
対
象
に「
エ
ピ
ペ
ン
」

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
、対
応
可
能
な
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

周
南
会　

西
田
宏
三

問　
今
後
の
農
業
経
営
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
中
山
間
地
域
を
多
く
抱
え

る
中
、高
齢
化
、担
い
手
不
足
、

そ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増

庁
舎
建
設
と
並
行
し
た

地
域
拠
点
施
設
整
備
方
針
を

市
長
は
障
害
者
雇
用
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

第6回定例会［一般質問］

※

用
語
の
説
明

※
 

特
例
子
会
社
制
度

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
及
び
安
定
を
図

る
た
め
、事
業
主
が
障
害
者
の
雇
用
に

特
別
の
配
慮
を
し
た
子
会
社
を
設
立

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

特
例
と
し
て
、そ
の
子
会
社
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
労
働
者
を
親
会
社
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
と
み
な
し
て
、法
に
基
づ
く

障
害
者
雇
用
率
を
算
定
で
き
る
制
度

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
緩
和
す
る
た
め
の

自
己
注
射
薬「
エ
ピ
ペ
ン
」（
右
は
練
習
用
）

平成25 年11 月15日 周南市議会だより



小
中
学
校
の
猛
暑
・

熱
中
症
対
策
の
取
り
組
み
は

沼
城
小
学
校
の
校
舎
の
整
備
を

暑
さ
対
策
で
小
中
学
校
に

扇
風
機
の
整
備
を

8

中
村
富
美
子

問　
今
年
の
夏
は
大
変
暑
く
熱
中

症
に
か
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。文

部
科
学
省
の
学
校
環
境
衛
生
基
準

で
は
、普
通
教
室
等
の
温
度
は
、人

間
の
生
理
的
な
負
担
を
考
え
る

と
、夏
は
30
度
以
下
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
学
校
で

は
整
備
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
整

備
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
１
教
室
当
た
り
４
台
の
割
合

で
整
備
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、不
足

し
て
い
る
扇
風
機
は
小
中
学
校
合

わ
せ
て
１
６
０
０
台
と
な
る
。ス
タ

ン
ド
式
の
も
の
を
各
学
校
の
実
情

に
合
わ
せ
て
整
備
し
た
い
。

公
明
党　

相
本
政
利

問　
①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す

る
児
童
の
状
況
は
。②
除
去
食
の

食
材
を
増
や
せ
な
い
か
。

答　
①
今
年
５
月
の
実
態
調
査
で

は
、医
師
か
ら
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
と
診
断
を
受
け
て
い
る
児
童

は
３
３
０
名
で
、ア
レ
ル
ゲ
ン
は
約
１

０
０
種
類
に
わ
た
る
。多
い
順
は
、

卵・牛
乳・キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ・エ
ビ・そ

ば・ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
に
な
り
、ア
レ
ル

ギ
ー
除
去
食
対
象
児
童
数
は
本
年

２
学
期
か
ら
３
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト

ー
タ
ル
で
１７
名
の
予
定
②
現
在
の

除
去
食
材
は
卵・乳
の
２
食
品
の
み

だ
が
、ア
レ
ル
ゲ
ン
は
多
種
多
様
に

わ
た
っ
て
お
り
今
後
も
慎
重
に
確

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
明
党　

金
子
優
子

問　
市
民
病
院
に
女
性
専
門
外
来
、

も
し
く
は
看
護
師
等
女
性
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
相
談
窓
口
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

答　
現
在
の
市
民
病
院
の
常
勤
医

師
は
13
名
で
、女
性
医
師
は
整
形

外
科
の
１
名
で
あ
る
。全
国
的
な

医
師
不
足
の
中
、医
師
の
確
保
が

困
難
で
あ
り
、診
察
ス
ペ
ー
ス
や
医

師
の
数
に
対
す
る
業
務
量
を
勘
案

す
る
と
当
面
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

相
談
窓
口
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、別
の
業

務
が
で
き
る
看
護
師
が
い
る
か
ど

う
か
等
、医
療
公
社
と
協
議
を
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党　

吉
平
龍
司

問　
学
校
の
立
地
場
所
や
校
舎
の

構
造
上
、上
層
階
ほ
ど
熱
が
こ
も

り
暑
く
な
る
よ
う
で
、そ
の
対
策

と
し
て
、教
室
へ
の
扇
風
機
設
置

に
加
え
、ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
や
エ
ア

コ
ン
の
設
置
な
ど
を
、学
校
間
の
公

平
と
い
う
観
点
も
加
味
し
、取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
今
年
度
、学
校
の
管
理
下
で
熱

中
症
の
疑
い
に
よ
る
救
急
搬
送
が
数

件
あ
っ
た
。熱
中
症
予
防
と
発
生
時

の
適
切
な
応
急
手
当
や
対
処
法
も

含
め
通
知
し
て
い
る
。教
室
が
あ
る

位
置
に
よ
り
暑
さ
が
随
分
違
う
が
、

条
件
が
悪
い
と
こ
ろ
で
は
我
慢
を
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
、い
い
環
境
で
勉

強
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
し
た
い
。

参
輝
会　

岸
村
敬
士

問　
須
々
万
の
沼
城
小
学
校
の
校

舎
は
建
設
後
三
十
数
年
経
過
し
、

そ
の
間
一
度
も
塗
装
を
し
て
い
な

い
北
側
は
特
に
汚
れ
が
目
立
つ
。至

急
塗
装
を
す
べ
き
だ
。ま
た
体
育
館

の
屋
根
の
色
が
緑
、黒
、白
と
ま
だ

ら
で
雨
も
漏
る
。教
育
環
境
が
悪

す
ぎ
る
。地
域
住
民
は
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
一
生
懸
命
だ
。

教
育
委
員
会
も
応
え
て
ほ
し
い
。

答　
良
好
な
教
育
環
境
の
確
保
は

当
然
必
要
だ
。沼
城
小
学
校
の
状

況
も
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、教
育
委

員
会
と
し
て
は
学
校
の
耐
震
化
事

業
を
最
優
先
し
て
お
り
、平
成
27

年
度
完
了
を
目
標
に
し
て
い
る
。そ

の
後
で
き
る
だ
け
早
く
改
修
工
事

を
行
い
た
い
。参

輝
会　

古
谷
幸
男

問　

新
庁
舎
建
設
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。①
そ
の
成

果
は
。②
講
師
の
選
定
理
由
は
。

③
業
務
は
随
意
契
約
か
と
の
参

加
者
の
問
い
に
講
師
が
答
え
た
。

市
長
が
な
ぜ
答
え
な
か
っ
た
の

か
。④
新
庁
舎
と
市
民
館
、新
駅

ビ
ル
、港
町
庁
舎
と
の
整
合
性
は
。

⑤
総
合
支
所
、各
支
所
の
今
後
の

方
向
性
は
。

答　
①
新
庁
舎
建
設
の
一
定
の
理

解
と
貴
重
な
意
見
を
頂
い
た
。②

大
学
の
臨
時
講
師
な
ど
実
績
も
あ

り
適
切
と
判
断
し
た
。③
市
長
が

回
答
す
べ
き
で
あ
っ
た
。④
市
民
館

は
解
体
の
予
定
、新
駅
ビ
ル
の
機
能

は
調
整
し
、港
町
庁
舎
は
集
約
す

る
。⑤
機
能
は
維
持
す
る
。

周南市議会だより

市
長
の
新
庁
舎
建
設
の

取
り
組
み
姿
勢
を
問
う

市
民
病
院
に
女
性
専
門

外
来
の
設
置
を

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を

平成25 年11 月15日第6回定例会［一般質問］

市
内
唯
一
の
自
治
体
病
院
と
し
て
、

地
域
医
療
に
お
け
る
中
核
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
新
南
陽
市
民
病
院

経
年
劣
化
に
よ
り
外
壁
の
汚
れ
が

目
立
つ
沼
城
小
学
校



徳
山
駅
の
浸
水
対
策
の

状
況
は

新
庁
舎
建
設
と
市
財
政
の

在
り
方
と
今
後
を
問
う

9

参
輝
会　

青
木
義
雄

問　
中
学
卒
業
後
に
進
学
せ
ず
15 

歳
で
社
会
に
出
る
と
い
う
青
少
年

の
現
状
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。特
に
未
就
職
者
に
対
す
る

支
援
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十
分
な

の
か
。き
め
細
か
い
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
の
充
実
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

答　
周
南
市
で
は
毎
年
お
お
む
ね

１
パ
ー
セ
ン
ト
が
進
路
未
決
定
で
あ

る
。現
実
に
は
中
学
校
卒
業
者
の

県
内
の
新
規
採
用
者
は
ゼ
ロ
で
あ

る
。就
職
支
援
は
ま
ず
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
対
応
と
な
る
が
、他
に
は
し

ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
対
応
と
な
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ　

井
本
義
朗

問　
防
災
士
は
地
域
事
情
に
精
通

し
、防
災
に
対
す
る
高
い
意
識
や

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
有
益
な

地
域
の
防
災
資
源
で
あ
る
。自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
え
、地
域

の
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
る
た

め
に
防
災
士
の
さ
ら
な
る
活
用

と
、資
格
取
得
の
補
助
や
養
成
講

座
の
地
元
開
催
な
ど
の
支
援
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
防
災
士
は
現
在
、防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
２
名
を
委
嘱
し

て
い
る
が
、今
後
さ
ら
な
る
活
用
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、防
災

士
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
も
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。本
市

単
独
の
支
援
も
若
干
の
検
討
時
間

が
欲
し
い
。

周
南
会　

友
田
秀
明

問　
①
国
道
２
号
の
高
架
道
路
建

設
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
ど

う
か
。②
東
ソ
ー
引
き
込
み
線
跡

地
を
道
路
に
し
て
、野
村
一
丁
目

７
号
線
に
接
続
し
て
は
ど
う
か
。

③
和
田
地
区
か
ら
湯
野
、鹿
野
へ

の
湯
野
峠
、熊
坂
峠
の
現
状
と
拡

張
整
備
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
①
平
成
20
年
度
に
国
に
よ
り

事
業
化
さ
れ
た
。当
初
の
予
定
よ

り
遅
れ
て
い
る
が
、事
業
は
進
め
ら

れ
て
い
る
。②
野
村
一
丁
目
地
区
の

交
通
規
制
等
の
問
題
も
あ
り
市
道

と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。③
湯
野

か
ら
和
田
へ
の
新
設
道
路
を
推
進

し
て
い
る
。熊
坂
峠
の
改
良
や
充
実

を
要
望
し
て
い
く
。

周
南
会　

伴　

凱
友

問　
合
併
後
の
周
南
市
は
範
囲
が

広
く
環
境
も
違
う
の
で
、県
の
発

表
す
る
警
報
や
注
意
報
が
当
て
に

な
ら
な
い
。過
去
の
島
田
川
氾
濫

の
と
き
、災
害
対
策
本
部
も
で
き

な
か
っ
た
。気
象
情
報
を
周
南
の

中
央
部
、西
部
、東
部
、北
部
と
分

け
る
よ
う
市
か
ら
県
に
要
望
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

答　
周
南
市
は
広
大
な
面
積
を
有

し
て
お
り
、地
域
に
よ
っ
て
気
象
の

特
性
も
異
な
っ
て
い
る
。下
関
地
方

気
象
台
と
は
、防
災
部
局
と
の
間
で

定
期
的
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
、よ
り
細
か
い
情
報
提
供
に
つ
い

て
の
要
望
を
検
討
す
る
。

周
南
会　

長
谷
川
和
美

問　

徳
山
駅
浸
水
対
策
に
つ
い

て
、７
月
３
日
の
徳
山
駅
前
浸
水

対
策
協
議
会
へ
の
説
明
は
。

答　
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
毎
年

駅
周
辺
が
浸
水
し
て
い
る
。御
幸
通

か
ら
若
葉
公
園
を
経
て
商
工
会
議

所
前
の
市
道
に
１
６
５
０
ミ
リ
の
バ

イ
パ
ス
管
渠
を
新
設
し
、駅
前
へ
の

雨
水
侵
入
を
遮
断
す
る
工
事
を
平

成
23
年
度
か
ら
着
手
。バ
イ
パ
ス
管

渠
と
駅
前
新
設
管
渠
の
埋
設
を
全

て
終
え
、御
幸
通
の
表
面
水
対
策

を
県
と
協
力
し
、１
年
前
倒
し
で

26
年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
た
い
。

周
南
会　

島
津
幸
男

問　
①
庁
舎
建
て
替
え
が
決
定
さ

れ
た
か
の
よ
う
な
周
知
が
な
さ
れ

て
い
る
が
疑
問
で
あ
る
。②
94
億

円
の
総
工
費
、駐
車
台
数
３
０
０

台
、一
人
当
た
り
の
面
積
等
、積
算

根
拠
が
薄
弱
で
は
な
い
か
。③
今

後
の
市
税
等
の
大
幅
減
を
見
込
め

ば
、市
財
政
は
危
機
で
は
な
い
か
。

答　
①
市
長
決
裁
済
み
で
あ
る
。

②
新
庁
舎
は
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
を
想

定
し
て
お
り
、か
な
り
縮
小
さ
れ
る

見
込
み
。建
設
費
は
概
算
で
80
億

円
だ
が
、移
転
費
等
も
ろ
も
ろ
の
経

費
を
考
え
94
億
円
と
し
た
。③
市

の
財
政
は
非
常
に
難
し
い
。財
政
危

機
と
の
表
現
は
倒
産
イ
メ
ー
ジ
な

の
で
や
め
て
ほ
し
い
。

新
誠
会　

兼
重　

元

問　
合
併
し
て
10
年
、公
共
施
設

再
配
置
計
画
の
公
表
、新
庁
舎
建

設
の
具
体
化
に
直
面
す
る
市
民
の

意
識
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

答　
「
合
併
し
て
も
よ
い
こ
と
は
な

い
」と
、市
民
の
声
が
あ
り
、こ
れ
ら

の
計
画
に
も
議
会
、市
民
か
ら
多

く
の
意
見
が
あ
る
。合
併
効
果
の

検
証
、計
画
の
必
要
性
、緊
急
性
、

重
要
性
等
の
説
明
不
足
が
要
因
と

思
う
。丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
求

め
て
い
く
。現
在
、平
成
27
年
度
か

ら
の
次
期
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

を
策
定
中
。そ
の
中
で
、合
併
後
10

年
間
で
実
施
し
た
事
業
の
状
況
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
民
意
向
調

査
等
、合
併
効
果
の
検
証
作
業
を

進
め
て
い
る
。

平成25 年11 月15日 第6回定例会 周南市議会だより［一般質問］

中
学
校
卒
業
後
の

未
就
職
者
の
支
援
の
充
実
を

防
災
士
の
活
用
と
育
成
の

支
援
を

周
南
市
の
道
路
の
現
状
は

災
害
対
策
で
も
っ
と

細
か
い
気
象
情
報
提
供
を

新
市
の
現
状
を
市
民
は

ど
う
感
じ
て
い
る
と
思
う
か

用
語
の
説
明

※
 

防
災
士

「
自
助
」「
共
助
」「
協
働
」
を
原
則
と

し
て
、社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
防
災

力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、そ
の

た
め
の
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知
識・技

能
を
修
得
し
た
こ
と
を
、N
P
O
法
人

日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
人

※

は
ん
ら
ん
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公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
の

現
状
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

公
共
施
設
白
書
及
び
公
共
施
設

再
配
置
基
本
方
針
素
案
に
つ
い
て

新
た
な
徳
山
駅
ビ
ル
整
備

基
本
構
想(

案)

に
つ
い
て

委
員
会
で
審
査
・
調
査
し
た
内
容
を
本
会
議
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
の
委
員
会
で
の
調
査
の

状
況
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

《
執
行
部
の
説
明（
要
旨
）》

　

施
設
デ
ー
タ
の
精
度
が
低
く
、施

設
白
書
策
定
が
遅
れ
、全
体
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
３
カ
月
程
度
遅
れ
て
い

る
。今
後
、施
設
白
書
は
、10
月
上

旬
に
示
し
、白
書
完
成
後
に
、基
本

方
針
素
案
を
作
り
た
い
。

　

ま
た
、再
配
置
計
画
策
定
前
に
、

施
設
の
方
向
性
が
出
る
場
合
も
あ

る
が
、す
で
に
方
向
性
が
公
表
さ
れ

て
い
る
も
の
、第
２
次
行
革
大
綱
実

施
計
画
の
具
体
的
な
実
施
項
目

は
、計
画
に
取
り
込
み
た
い
。ま
た
、

施
設
整
備
等
の
予
算
議
決
を
得
て

い
る
も
の
は
、あ
る
程
度
再
配
置
計

画
に
取
り
込
み
た
い
。

　

次
に
、再
配
置
計
画
策
定
前
に

　

10
月
17
日
の
委
員
会
で
の
調
査
の

状
況
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

《
執
行
部
の
説
明（
要
旨
）》

　

公
共
施
設
再
配
置
と
は
、施
設

の
課
題
へ
の
対
応
や
将
来
を
見
据

え
た
施
設
の
必
要
性
を
勘
案
し
、

公
共
施
設
の
保
有
の
あ
り
方
を
整

理
し
、身
の
丈
に
合
っ
た
施
設
の
保

有
総
量
の
適
正
化
で
あ
る
。

　

そ
の
あ
り
方
は
、現
在
及
び
将

来
発
生
す
る
余
剰
は
廃
止
や
多
目

的
化
に
よ
り
総
量
を
縮
減
し
、そ

れ
以
外
の
施
設
は
、改
修
や
耐
震
化

な
ど
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図
り
、

新
た
な
ニ
ー
ズ
は
、現
在
あ
る
施
設

の
複
合
化
等
検
討
す
る
。

　

ま
た
、当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、施
設
白
書
を
公
表
し
、基
本

方
針
案
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
う
。市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

市
長
の
地
域
懇
談
会
で
公
共
施
設

再
配
置
に
つい
て
も
説
明
し
た
い
。

《
主
な
質
疑・答
弁
》

問　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
案

は
い
つ
出
る
の
か
。昨
年
出
さ
れ

た
よ
う
な
計
画
案
を
急
に
出
せ

ば
、混
乱
す
る
と
思
う
が
。

答　
計
画
は
６
月
策
定
を
目
指

す
。計
画
案
は
、目
標
を
３
月
と
し

て
い
る
。計
画
案
は
、大
ま
か
な
方

　

る
民
間
活
力
導
入
図
書
館
に
加

え
、交
流
ス
ペ
ー
ス
、行
政
サ
ー
ビ

ス
、観
光
案
内
、軽
飲
食
等
の
商
業

施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
、に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
た
い
。ま
た
、多
目

的
ト
イ
レ
、交
番
、市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
た
商
業
施

設
等
を
整
備
し
、駅
ビ
ル
西
側
に
は

駐
輪
場
、駐
車
場
を
併
設
し
た
い
。

　

新
駅
ビ
ル
の
完
成
は
29
年
度
を

予
定
、施
設
運
営
は
、積
極
的
に
民

間
活
力
の
導
入
を
図
る
。

　

議
会
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
、

民
間
活
力
導
入
図
書
館
を
核
と
し

た
複
合
施
設
と
し
て
、人
が
集
い
楽

し
む
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
た
い
。

《
主
な
質
疑・答
弁
》

問　
過
去
に
商
業
施
設
が
撤
退
し

た
た
め
、公
共
施
設
と
い
う
こ
と

で
進
ん
で
い
た
が
、今
回
ま
た
商

業
施
設
と
い
う
の
は
、ど
の
よ
う

な
考
え
な
の
か
。

答　
以
前
の
駅
ビ
ル
は
、全
体
が
商

業
ビ
ル
と
い
う
こ
と
で
破
綻
し
た
。

新
た
な
駅
ビ
ル
は
商
業
施
設
に
近

い
公
共
施
設
で
、図
書
館
が
メ
イ
ン

で
あ
り
、あ
く
ま
で
も
公
共
施
設

が
基
本
と
な
る
。た
だ
し
、民
間
に

委
託
し
、カ
フ
ェ
と
本
の
販
売
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
一
体
的
に
整
備

し
た
い
。武
雄
市
の
成
功
例
も
あ

り
、今
回
こ
の
形
を
導
入
し
た
い
。

方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
施
設
だ

が
、本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
や
駅

ビ
ル
整
備
基
本
構
想
に
伴
い
、本
庁

周
辺
施
設
や
駅
ビ
ル
の
公
共
施
設

の
方
向
性
が
出
さ
れ
る
。総
合
支

所
、支
所
、公
民
館
は
地
域
の
拠
点

と
し
て
存
続
と
い
う
内
容
を
基
本

方
針
に
盛
り
込
み
た
い
。

《
主
な
質
疑・答
弁
》

問　
遅
れ
た
理
由
の「
施
設
デ
ー

タ
の
精
度
が
低
か
っ
た
」と
は
。

答　
例
え
ば
、廃
止
し
た
も
の
が

残
っ
て
い
る
、な
ど
の
状
況
だ
っ
た
こ

と
、ま
た
、共
済
保
険
に
も
施
設
デ

ー
タ
が
入
っ
て
い
る
が
、こ
れ
と
不

整
合
の
部
分
も
あ
り
、整
理
の
必

要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
作
業

に
時
間
を
要
し
た
。

問　
方
針
を
出
し
て
い
く
体
制
と

は
、市
長
を
ト
ッ
プ
に
し
た
行
革
推

進
本
部
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

ま
た
、方
針
を
決
定
し
て
い
く
の

は
誰
か
。

答　
行
革
推
進
本
部
が
中
心
で
あ

る
。方
針
を
決
定
す
る
の
は
市
長

で
あ
る
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

（その2）（その2）

公
共
施
設
再
配
置

計
画
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

徳
山
駅
周
辺
整
備

対
策
特
別
委
員
会

向
を
示
す
も
の
で
、昨
年
の
再
配
置

計
画
の
よ
う
に
施
設
の
方
向
性
と

し
て
廃
止
な
ど
の
明
記
は
考
え
て

い
な
い
。

問　

基
本
構
想
の
中
に
、再
配
置

計
画
を
取
り
込
む
と
の
こ
と
だ

が
、タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
３
月
に
計

画
案
を
提
示
し
、そ
の
年
の
12
月

に
基
本
構
想
を
議
案
提
出
す
る
流

れ
が
果
た
し
て
よ
い
の
か
。

答　
基
本
構
想
が
議
決
案
件
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、余
り
に
も
近
い
時

期
に
再
配
置
計
画
を
出
す
の
が
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
、内
部
的
に
検

討
し
た
い
。擦
り
合
わ
せ
は
当
然
必

要
な
の
で
、企
画
総
務
部
と
の
協
議

を
行
い
た
い
。

　

な
お
、執
行
部
の
説
明
を
受
け
、

委
員
会
と
し
て
は
、基
本
方
針
の
公

表
前
、12
月
議
会
を
め
ど
に
議
会

と
し
て
の
決
議
な
ど
の
対
応
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
の
委
員
会
で
の
調
査
の

状
況
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

《
執
行
部
の
説
明（
要
旨
）》

　

新
た
な
駅
ビ
ル
機
能
は
、核
と
な
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予算決算委員会（議会が行う行政評価）

　閉会中に平成２４年度一般会計と特別会計の決算審査を行いました。また、決算審査とあわせて、次の１４事業について議会が行政評
価を行いました。委員会でまとめた意見は、次年度の予算編成に反映させるため、全会一致で委員会提出議案として議長に提出しました。

決算審査で議会として行政評価を実施しました。

評価1：拡充する
　広報紙については、紙面づくりなどの工夫を継続的に行い、読者数の増加を目指すべきである。また、広報紙は自治会を通して配布しており、全世帯の約
８４％にしか届いていない現状を踏まえ、自治会未加入者に対する情報提供について検討が必要である。さらに、ケーブルテレビ放映やホームページ、ソー
シャルメディアの理解と活用、しゅうなんメールの加入率拡大など広報事業の充実、効率化をさらに図られたい。

【広報事業費】

　遊休資産の管理を徹底し、地域自治会での利活用も含め、有効活用または売却、賃貸のためのさらなる取り組みが必要である。また、国では老朽化した公
共施設の解体費用を地方債の対象事業とすることについて検討されており、法律改正も視野に入れながら、必要のない建物は一挙に解体し、財産処分実施
による財源確保を積極的に図られたい。

評価1：拡充する【普通財産管理事業費】

評価2：現状維持
　市長公舎は国の登録有形文化財として、その適切な管理及び定例的な見学会などの利用方法の充実に努めるべきである。
【行政財産管理事業費】

評価2：現状維持
　老朽化施設でもあり、宿泊者数の減少により減収傾向ではあるが、年間８万人以上の利用者があることも無視できない。また、地域振興という観点から、その存廃が湯野地区に与
える影響も不透明である。今後は、当面歳入不足の好転策を熟考し、経営改善に努めるべきであるが、多額の改修経費はかけられないため、将来的には廃止や民間への売却、形態を
変えての存続など多面的・多角的な検討が必要である。また存廃の判断材料としての地域との建設的な協議や廃止の際の影響調査は十分行うべきである。

【湯野荘運営費】

評価2：現状維持
　被保護者に占める６５歳未満の割合が４９．７％と高い状態であり、受給者の実態調査は常に行い、稼働年齢層の対象者に対する病状の把握と就労指導・就
労支援を徹底されたい。

【生活保護扶助費】

評価2：現状維持
　再編整備方針に基づき、将来的な地区の人口推移等を考慮しつつ、市民負担や利便性に配慮して進められたい。再編整備に当たっては、ニーズ調査を行
うとともに、企業内・院内保育と民営化の担い手育成に取り組むなど、受け入れ児童数の拡充を図ることで本当の意味での待機児童ゼロになるよう配慮され
たい。また、あわせて耐震化等の老朽化対策についても早急に検討されたい。

【保育所運営事業費】

評価2：現状維持
　少子化に沿った適切な施設配置が求められることから、地域性への配慮及び利用者ニーズの把握を十分行い、再編整備を進められたい。また、あわせて
耐震化等の老朽化対策についても早急に検討されたい。

【幼稚園運営費】

評価2：現状維持
　年間１万人の利用者があり事業の継続が望ましいが、施設が老朽化している上に背後地は土砂災害警戒区域という現状がある。また、年間延べ１８００
人以上のボランティア・団体が運営に関わっている次世代青少年の育成施設であることから、コスト面だけに捉われずに、より絆を大切にし、充実した運営体
制が望まれる側面もある。体験交流施設としての意義、安心・安全の視点から施設としての市の方向性を早急に示すべきである。

【大田原自然の家管理運営事業費】

評価4：廃止する
　この施設は、今日のごみ分別、資源化、減量化に寄与してきたが、他施設に比べて処理費が高く、設備の老朽化に伴う補修、更新による事業の継続は非効率
である。他市との協議が整い次第、市民周知を行いながら廃止の方向で検討すべきである。あわせて、廃止した場合、リサイクル率の低下が懸念されることか
ら、目標リサイクル率達成のための施策の整理が必要である。また、自己搬入の実績を考慮し、市民の利便性の確保についても検討されたい。

【ごみ燃料化施設管理事業費】

評価2：現状維持
　市民生活に必須な事業であり、いかに費用対効果を発揮できるかが問われる。効果が出ている前処理作業を徹底するなど業務改善による作業効率の向上、
コスト削減を進められたい。また、施設運転管理に係る監視体制を構築し、安全で安定した運営を行うとともに設備の稼働状況を十分に把握し、議会へも報
告されたい。また、あわせて環境とリサイクルをテーマにした循環型啓発施設についても有効活用されたい。

【リサイクルプラザ施設管理事業費】

評価2：現状維持
　平成２２年以後、利用件数が増加傾向で市民の利便性に寄与している。今後も積極的なＰＲに努められたい。また、公民館、コンビニ等での交付を検討する
に当たっては、市民の利便性向上及び職員窓口業務の削減とシステム導入コストという両面からさらなる検証が必要である。

【郵便局住民票等交付事業費】

評価2：現状維持
　周南地域地場産業振興センターは、中小企業支援の中核をなす機関であるため、引き続き支援していくべきであるが、開発支援もさることながら、市場に出てからのマーケティング、育
成支援にしっかりと取り組むべきである。また、その負担金については、特産品開発における他市町への公平な活動実績もあることから、是正に向けて他市町の理解を得るよう積極的に
取り組むべきである。事業目標については「新商品開発等支援件数」となっているが、事業目的（地場産業の振興）と整合がとれていないため、見直しが必要である。

【商工振興事業費】

評価4：廃止する
　モデル事業として、耕作放棄地の再生手段としての一定の成果は認められる。この成果をもとに新たな事業として、他地域での展開も期待できるが、担い
手の育成や再生後の利活用など持続性の確保が図れるか、十分検証しながら取り組まれたい。

【耕作放棄地再生モデル事業費】

評価2：現状維持
　中心市街地活性化のための重要な事業であり、出店後の継続的な店舗運営が中心市街地の活性化につながる。開店後の経営指導・アドバイスによる支援など事業執
行のためには商工会議所、商業者、市民、団体との連携、協力が必要不可欠である。また、中心市街地活性化基本計画が内閣府の認定を受けた今、行政内においても事
業分担の見直しを含め、推進組織の一元化を行い、従来の補助金中心の考え方から脱却し、民間との連携による新たな手法の模索にも邁進されたい。

【中心市街地商業活性化事業費】



市議会からのお知らせ

■ 防災情報収集伝達システム基本構想（案）
　９月３日、平成２３年３月に議会で全会一致で可決した防災行政無線施設整備に関する要望決議を原点とし、防災・情報通信ネットワ
ークを専門とする学識経験者を中心とした防災情報収集伝達システム整備検討委員会で調整し、基本構想として整備の方向性がまと
まったとの報告がありました。

12月
定例会の予定

●傍聴席の入り口の受付簿に住所と氏名を
　記入していただければ、どなたでも傍聴できます。■議会を傍聴しませんか

本会議

本会議

※ 本会議・委員会は午前９時 30 分から開催します。　※ 土・日曜日は休会です。
※ 日程の変更はホームページ等でお知らせします。

12月  ３日（火）

12月  ５日（木）～１０日（火） 本会議（一般質問）

12月１１日（水） ３常任委員会

12月１２日（木）・１３日（金）予算決算委員会

12月２０日（金）

■ 公立保育所・公立幼稚園の再編整備
　８月１６日、保育所及び幼稚園の再編整備について、執行部から次のとおり報告がありました。
　公立保育所は、老朽化等により建物の安全性が懸念される施設や近隣に代替地の確保が見込まれる施設は、民間活力を導入した整
備を進めることを基本とする。
　公立幼稚園は、都市地域においては民間活力を活用した運営体制へシフト、中山間地域では公立でカバーするという公立と私立の
役割の明確化を図り、都市周辺地域では幼稚園の集約化による適切な集団規模の確保を図ることを基本とする。
　今回の再編整備の内容は、就学前児童通園施設の今後の在り方に沿った具体策であり、今後策定する公共施設再配置計画に位置
づけていきたい。

■ 庁舎建設基本計画(素案）
　１０月３０日、庁舎建設基本計画（素案）の概要について、執行部から次のとおり報告がありました。
　平成２５年３月策定の基本構想をベースに、庁舎建設検討市民委員会において今回の基本計画（素案）をまとめた。庁舎に導入する
機能としては、安心・安全の拠点、市民協働の拠点など基本構想で定めた「庁舎のあり方」を実現することとする。規模は、新庁舎に
配置する職員数は７３９人を想定し、執務面積は約２万平米とする。また、景観・敷地周辺に配慮した配置計画とし、耐震安全性を確保
する。事業手法は市直営方式とし設計者選定はプロポーザル方式で行う。また、概算事業費を約９４億円と見込み、その財源は、合併
特例債約６０億円、庁舎建設基金繰り入れ約２０億円、上下水道事業負担金約９億円、一般財源約５億円と算出している。今後のスケジ
ュールは、議会からの意見やパブリックコメントでの意見をもとに、２５年度中に基本計画を策定し、２６年度基本設計、２７年度実施設計、
２８年度から工事に入り、３０年度の完成を想定している。

　１０月３０日に臨時会を開催しました。平成
２４年度の決算議案を審議したほか、委員会
提出議案として議会が実施した行政評価に
関する決議を行いました。
　審議結果は次のとおりです。

《議案の審議結果》
◆ 平成24年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
　（48項目の意見を付して認定） 認定（ 賛成多数 ）

◆ 議会が実施した行政評価に関する決議 可決（ 賛成多数 ）

第7回 臨時会の概要

全員協議会を開催

■ 中心市街地における公共施設のあり方
　 （新たな徳山駅ビル整備基本構想（案）、庁舎建設基本計画
　 （素案）及び公共施設再配置の基本方針（素案）の関係整理）
　１０月３０日、中心市街地における公共施設のあり方について、執行部から次のとおり報告が
ありました。
　公共施設再配置の基本方針として、現在市が保有する全ての公共施設をそのまま更新する
ことはできない。その一方で、市民にとって真に必要となる施設は、計画的に整備していかなければならない。新たな駅ビル及び新
庁舎はいずれも、将来の市民にとって、また本市のまちづくりにおいて、今こそ整備すべき施設であると確信している。よって、一時的
には公共施設の総量が増加するものの、同時期に解体する市民館は、会議室機能を新庁舎に移転することなど、公共施設の計画的な
再配置が進み、総量を抑制することとなり、両施設の整備が公共施設再配置の方向性に対し矛盾しないと考えている。
　新たな駅ビルはにぎわいと交流を創出するための民間活力を導入する図書館を核とする整備を目指している。一方、新庁舎は市
民に様々な行政サービスを適切に提供するための施設として整備する。従って、両者の機能は競合、重複するものではなく、双方と
もこれからの本市のまちづくりにとって不可欠なものである。
　以上のことから事業を計画的に進めることが、我が周南市の明るい未来を築くともに、市民生活の向上に資するものと確信して
おり、全庁一致団結して、全力で取り組みたい。


